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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年4月17日(2008.4.17)

【公開番号】特開2006-243330(P2006-243330A)
【公開日】平成18年9月14日(2006.9.14)
【年通号数】公開・登録公報2006-036
【出願番号】特願2005-58605(P2005-58605)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   5/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   5/08    １０５　
   Ｇ０３Ｇ   5/08    ３０３　
   Ｇ０３Ｇ   5/08    ３０５　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７４　

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月28日(2008.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビッカース硬度（ＪＩＳ規格）５００Ｋｇ／ｍ2以上の感光体の表面を帯電させ、該感
光体上に静電潜像を形成させ、該静電潜像をトナーにより現像させ、現像されたトナー像
を転写材に転写する画像形成方法において、
　該感光体の１０μｍ×１０μｍの範囲における平均傾斜Δａが０．１～０．９であり、
一次粒子が立方体状の粒子形状及び／又は直方体状の粒子形状でかつ一次粒子の平均粒径
が３０ｎｍ～３００ｎｍであるペロブスカイト型結晶の無機粉体を感光体表面に付着させ
、該無機粉体の１次平均粒径をＤμｍとしたとき、該感光体の１０μｍ×１０μｍの範囲
における表面粗さＲａと平均傾斜Δａとの関係について、次式
　　　１＜Ｄ／２Ｒａ
　　　Ｄ＜４×（Ｒａ／Δａ）
を満足することを特徴とする画像形成方法。
【請求項２】
　該感光体がシリコン原子を母体とする非単結晶材料で構成された光導電層を有すること
を特徴とする請求項１に記載の画像形成方法。
【請求項３】
　該無機粉体がチタン酸ストロンチウムまたはチタン酸バリウムまたはチタン酸カルシウ
ムであることを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成方法。
【請求項４】
　該無機粉体を感光体表面に付着させる手段が現像装置と兼ねることを特徴とする請求項
１乃至３のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項５】
　該トナーに凝集体の粒径が６００ｎｍ以上の粒子が１個数％以下であるペロブスカイト
型結晶の該無機粉体が０．０５～５質量％外添してあることを特徴とする請求項４に記載
の画像形成方法。
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